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1-4 熱源施設の稼働による大気汚染 

 

1-4-1 概  要 

 供用時における熱源施設の稼働に起因する二酸化窒素について検討を行った。 

 

1-4-2 調  査 

 既存資料により、現況の把握を行った。 

 風向・風速の状況は、1-1「解体工事による粉じん」（1-1-2 (3) ①「気象（風向・風速）

の状況」（p.115）参照）、日射量・雲量の状況は、1-2「建設機械の稼働による大気汚染」

（1-2-2 (3) ①「気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況」（p.123）参照）に示すとお

りである。 

 また、二酸化窒素の状況は、1-2「建設機械の稼働による大気汚染」（1-2-2 (3) ② ア「窒

素酸化物・二酸化窒素」（p.123）参照）に示すとおりである。 

 

1-4-3 予  測 

(1) 予測事項＊ 

 熱源施設の稼働による大気汚染物質濃度（二酸化窒素濃度の年平均値及び日平均値の年

間 98％値） 

(2) 予測対象時期 

 1 期工事及び 2 期工事のそれぞれが完了した時点において、熱源施設の稼働が定常状態

となった時期 

(3) 予測場所 

 事業予定地周辺とし、50ｍメッシュの格子点で予測を行った。予測高さは、地上 1.5ｍ

とした。 

(4) 予測方法 

 ① 予測手法 

 熱源施設の稼働による二酸化窒素濃度の予測は、図 2-1-17 に示す手順で行った。 

 予測式は、1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ ア「予

測手法」（p.126）、資料３－３（資料編 p.98）参照） 

 

 

 

 

 

*:1 時間値の予測は、資料３－１９（資料編 p.162）に示した。 
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図 2-1-17 熱源施設の稼動による二酸化窒素濃度の予測手順 

 

 ② 予測条件 

 ア 気象条件の設定 

 風向・風速は、港陽における平成 24 年度の風向・風速の測定結果をもとに設定した。な

お、予測にあたっては、風速をべき乗則注）により、排出源高さの風速に補正した。（べき

乗則、気象条件等の詳細は、資料３－１７（資料編 p.157）参照） 

 

 

注）「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター，平成 12 年） 

　気象データ
　・風向､風速､日射量､雲量のデ－タ

予測場所及び
予測地点の設定

排出源高さの風速の設定
煙突位置の設定
・煙 源 位 置
・煙 突 高 さ

拡散幅等の設定

　気象条件の設定
　・大気安定度別有風時弱風時出現割合
　・大気安定度別風向出現頻度
　・大気安定度別風向別平均風速

バックグラウンド濃度

年平均値から日平均値の年間98％値への変換式

日平均値の年間98％値

　熱源計画
　・排出ガス量、温度等
　・窒素酸化物排出量

年平均の窒素酸化物の
寄与濃度の算出

　年平均の二酸化窒素の
寄与濃度の算出

年平均値の二酸化窒素濃度の算出

窒素酸化物から二酸化窒素への変換式

拡散式による基準濃度計算
・有風時：プルーム式(風速1.0ｍ/ｓ～ ）
・弱風時：弱風パフ式(風速0.5～0.9ｍ/ｓ）
・無風時：パフ式(風速0.0～0.4ｍ/ｓ）
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 イ 排出源条件の設定 

 熱源施設は、この稼働が定常状態となった時期に、年間を通して 24 時間稼働するものと

仮定した。 

 排出ガス諸元値＊は、表 2-1-36 に示すとおりである。また、煙突の位置は、事前配慮に

基づき、Ａ区域やＢ区域に設けられる各エネルギー施設の屋上とし、図 2-1-18 に示すとお

りである。 

 なお、煙突の頂部は、上に蓋が被さり、排出ガスが煙突からそのまま鉛直に排出されな

い構造を計画していることから、有効煙突高は実排出高さとした。（資料３－１８（資料編

p.161）参照） 

 

表 2-1-36(1) 排出源条件（1 期工事完了後） 

項 目 単 位 エネルギー施設 A（Ａ区域） 

  CGS ガス冷温水機 ボイラー 

煙突の高さ ｍ    31    31   31 

湿りガス排出ガス量 ｍ3
N/時  10,500   9,000   3,500 

乾きガス排出ガス量 ｍ3
N/時   9,100   8,700   2,700 

排出ガス温度 ℃   400   100    65 

窒素酸化物排出量 ｍ3
N/時    1.82    0.52    0.16 

窒素酸化物排出濃度 ppm   200    60    60 

 

表 2-1-36(2) 排出源条件（2 期工事完了後） 

項 目 単 位 エネルギー施設 A（Ａ区域） エネルギー施設 B（Ｂ区域）

  CGS ｶﾞｽ冷温水機 ボイラー CGS ｶﾞｽ冷温水機

煙突の高さ ｍ    31    31   31    31    31 

湿りガス排出ガス量 ｍ3
N/時  10,500   9,000   3,500  17,000  12,000 

乾きガス排出ガス量 ｍ3
N/時   9,100   8,700   2,700  15,100  11,600 

排出ガス温度 ℃   400   100    65   400   100 

窒素酸化物排出量 ｍ3
N/時    1.82    0.52    0.16    3.02    0.70 

窒素酸化物排出濃度 ppm   200    60    60   200    60 

注)1:「CGS」とは、コージェネレーションシステムをいい、燃料を燃やして得られる熱を電力に変える

と同時に、蒸気や温水を暖房や給湯等に利用するシステムであり、使用機器はガスエンジン発電機

である。 

  2:窒素酸化物排出量は、希薄燃焼・低 NOx バーナ対応後の数値であり、メーカー設計値から設定。 

 

*:事業計画の進捗に伴うエネルギー施設の設置機器や排出ガス量を見直しにより、窒素酸化物排出量が

減少した。 
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【1 期工事完了後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(煙突北側：冷温水機＋ボイラー、南側：CGS) 

【2 期工事完了後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(Ａ区域；煙突北側：冷温水機＋ボイラー、南側：CGS) 
(Ｂ区域；煙突北側：CGS、南側：冷温水機) 

 

図 2-1-18 煙突の位置 
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 ウ バックグラウンド濃度の設定 

 1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ イ (ｳ)「バックグ

ラウンド濃度の設定」（p.130）参照） 

 ③ 変換式の設定 

 1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ ウ「変換式の設定」

（p.130）参照） 

(5) 予測結果 

 二酸化窒素濃度の予測結果は、表 2-1-37 及び図 2-1-19 に示すとおりである。 

 

表 2-1-37 二酸化窒素濃度の予測結果（最高濃度出現地点） 

【1 期工事完了後】 
単位：ppm 

寄与濃度 

① 

バックグラウンド濃度

② 

年平均値 

③＝①＋② 

寄与率（％） 

①／③ 

日平均値の 

年間 98％値 

0.0006 0.017 0.018  3.3 0.037 

注）最高濃度は、煙突の位置から南東約 570ｍ先に出現する。  

 

【2 期工事完了後】 
単位：ppm 

寄与濃度 

① 

バックグラウンド濃度

② 

年平均値 

③＝①＋② 

寄与率（％） 

①／③ 

日平均値の 

年間 98％値 

0.0014 0.017 0.018  7.8 0.037 

注）最高濃度は、煙突の位置から南東約 570ｍ先に出現する。  
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図 2-1-19(1) 熱源施設の稼働による二酸化窒素濃度の予測結果（1 期工事完了後） 
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図 2-1-19(2) 熱源施設の稼働による二酸化窒素濃度の予測結果（2 期工事完了後） 
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1-4-4 環境の保全のための措置 

 本事業の実施にあたっては、以下に示す環境の保全のための措置を講ずる。 

・熱源施設の稼働については、適切な運転・維持管理に努める。 

・今後の詳細設計の中で、高効率でより排出量が少ない機器の選定に努める。 

 

1-4-5 評  価 

予測結果によると、二酸化窒素の年平均値の寄与率は、1 期工事完了後で 3.3％、2 期工

事完了後で 7.8％である。大気汚染に係る環境基準及び名古屋市の大気汚染に係る環境目

標値との対比を行った結果、最高濃度出現地点における日平均値の年間 98％値は、1 期工

事完了後（0.037ppm）及び 2 期工事完了後(0.037ppm)ともに、環境基準の値（0.04～0.06ppm）

及び環境目標値（0.04ppm）を下回る。 

本事業の実施にあたっては、熱源施設の稼働について、予測条件では年間を通して 24

時間の最大稼働としたが、電気の需要状況を踏まえ、適切な運転・維持管理に努めること

により、周辺の環境に及ぼす影響の低減に努めるとともに、今後の詳細設計の中で、高効

率でより排出量が少ない機器の選定に努めることにより、さらなる周辺の環境に及ぼす影

響の低減に努める。 
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1-5 新施設等関連車両の走行（事業予定地内設置駐車場）による大気汚染 

 

1-5-1 概  要 

 新施設等の供用時における事業予定地内の駐車場の設置に起因する二酸化窒素及び浮遊

粒子状物質濃度について検討を行った。 

 

1-5-2 調  査 

 既存資料により、現況の把握を行った。 

(1) 調査事項 

 ① 気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況 

 ② 大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

(2) 調査方法 

 1-2「建設機械の稼働による大気汚染」に示すとおりである。（（1-2-2 (2)「調査方法」

（p.122）参照） 

(3) 調査結果 

 ① 気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況 

 風向・風速の状況は、1-1「解体工事による粉じん」（1-1-2 (3) ①「気象（風向・風速）

の状況」（p.115）参照）、日射量・雲量の状況は、1-2「建設機械の稼働による大気汚染」

（1-2-2 (3) ①「気象（風向・風速、日射量・雲量）の状況」（p.123）参照）に示すとお

りである。 

 ② 大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

 窒素酸化物・二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の状況は、1-2「建設機械の稼働による大気

汚染」に示すとおりである。（1-2-2 (3) ② 「大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒

子状物質）の状況」（p.123）参照） 

 

1-5-3 予  測 

(1) 二酸化窒素 

 ① 予測事項 

 新施設等関連車両の走行による大気汚染物質濃度（二酸化窒素の年平均値及び日平均値

の年間 98％値） 

 ② 予測対象時期 

 1 期工事及び 2 期工事それぞれにおける新施設等の供用時 

 ③ 予測場所 

 事業予定地周辺とし、50ｍメッシュの格子点で予測を行った。予測高さは、地上 1.5ｍ

とした。 
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 ④ 予測方法 

 ア 予測手法 

 事業予定地内における駐車場の設置による二酸化窒素濃度の予測は、図 2-1-20 に示す手

順で行った。 

 予測式は、1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ ア「予

測手法」（p.126）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-20 事業予定地内における駐車場の設置による二酸化窒素濃度の予測手順 

 

 

 

　気象データ
　・風向､風速､日射量､雲量のデ－タ

予測場所及び
予測地点の設定

排出源高さの風速の設定
 施設条件の設定
 ・駐車場の位置
 ・排出源モデルの設定

拡散幅等の設定

　気象条件の設定（走行時間帯）
　・大気安定度別有風時弱風時出現割合
　・大気安定度別風向出現頻度
　・大気安定度別風向別平均風速

バックグラウンド濃度

日平均値の年間98％値

　交通条件の設定
　・日交通量
　・平均走行速度

単位時間当たり排出量の算出

年平均の二酸化窒素の
寄与濃度の算出

　年平均値の二酸化窒素濃度の算出

　年平均値から日平均値の年間98％値への変換式

年平均の窒素酸化物の
寄与濃度の算出

　窒素酸化物から二酸化窒素への変換式

拡散式による基準濃度計算
・有風時：プルーム式(風速1.0ｍ/ｓ～ ）
・弱風時：弱風パフ式(風速0.5～0.9ｍ/ｓ）
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 イ 予測条件 

 (ｱ) 気象条件の設定 

 風向・風速は、港陽における平成 24 年度の風向・風速の測定結果を基に設定した。なお、

予測にあたっては、風速をべき乗則注）により、排出源高さの風速に補正した。（べき乗則、

気象条件等の詳細は、資料３－２０（資料編 p.169）参照） 

 (ｲ) 排出源条件の設定 

ｱ) 駐車場の位置等 

 新施設等関連車両が利用する駐車場の位置は図 2-1-21 に、種類、台数及び換気方法は表

2-1-38 に示すとおりである。 

 

表 2-1-38 駐車場の種類、台数及び換気方法 

区 域 新施設等関連車両の種類
駐車場 

の種類 
駐車台数 

駐車場が 

ある階数 
換気方法

Ｃ区域 スポーツ施設等利用車両 平面駐車場

立体駐車場
約 500 台

－ 

1 階、2 階 
自然換気

 送迎バス 平面駐車場 約  5 台 － 自然換気

Ａ区域 商業施設利用車両 立体駐車場

(西側商業施設)
約 1,165 台

1 階、5 階、 

屋上 

強制換気

自然換気

  立体駐車場

(東側商業施設)
約 155 台 1 階 強制換気

  立体駐車場

(駐車場棟) 
約 1,680 台

1～6 階、 

屋上 

強制換気

自然換気

 集合住宅利用車両 立体駐車場
約 500 台

1 階、2 階、 

屋上 

自然換気

 荷捌き車両 立体駐車場 －  1 階 強制換気

Ｂ区域 複合業務施設利用車両 平面駐車場 約 600 台 － 自然換気

 集合住宅利用車両 立体駐車場
約 400 台

1 階、2 階、 

屋上 
自然換気

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター，平成 12 年） 
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図 2-1-21(1) 駐車場及び排出源の位置（Ｃ区域：スポーツ施設等利用車両） 
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図 2-1-21(2) 駐車場及び排出源の位置（Ｃ区域：送迎バス） 



 - 201 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-21(3) 駐車場及び排出源の位置（Ａ区域：商業施設利用車両） 
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図 2-1-21(4) 駐車場及び排出源の位置（Ａ区域：集合住宅利用車両） 
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図 2-1-21(5) 駐車場及び排出源の位置（Ａ区域：荷捌き車両） 
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図 2-1-21(6) 駐車場及び排出源の位置（Ｂ区域：複合業務施設利用車両） 



 - 205 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-21(7) 駐車場及び排出源の位置（Ｂ区域：集合住宅利用車両） 



 - 206 -

ｲ) 排出源モデルの設定 

 排出源モデルの設定方法は表 2-1-39 に、点煙源の位置は前掲図 2-1-21 に示すとおりで

ある。 

表 2-1-39(1) 排出源モデルの設定方法（Ｃ及びＡ区域） 

区 域 排出源モデルの設定方法 

Ｃ区域 【スポーツ施設等利用車両（平面駐車場）】、【送迎バス】 

・走行ルート上において、10ｍ間隔に点煙源を設定した。高さは、地上 1.0ｍ

とした。 

 【スポーツ施設等利用車両（立体駐車場）】 

・駐車場は、新規事業用施設の 1 階及び 2 階に設ける計画であり、点煙源は、

外気と接する駐車場階側面の中心に設定した。各点煙源の排出量は、各階に

おける全排出量の 1/4 ずつとした。高さは、地上 1.5ｍ及び 5.5ｍとした。

Ａ区域 【商業施設利用車両】 

・駐車場は、東側商業施設の 1 階、西側の 1 階、5 階及び屋上並びに 6 層 7 段

立体駐車場に設ける計画である。 

・東側商業施設の駐車場は、強制換気を計画しており、点煙源は、排気口に設

定した。高さは、地上 1.0ｍとした。 

・西側商業施設の駐車場のうち、1 階及び 5 階については、強制換気を計画し

ており、点煙源は、排気口に設定した。各点煙源の排出量は、各階における

全排出量の 1/6 ずつとした。高さは、地上 1.0ｍ及び 23.0ｍとした。 

・西側商業施設の駐車場のうち、屋上については、走行ルート上において、10

ｍ間隔に点煙源を設定した。高さは、地上 27.8ｍとした。 

・6 層 7 段立体駐車場のうち、1～6 階については、強制換気を計画しており、

点煙源は、排気口に設定した。各点煙源の排出量は、各階における全排出量

の 1/2 ずつとした。高さは、地上 1.0ｍ、4.5ｍ、8.0ｍ、11.5ｍ、15.0ｍ、

18.5ｍとした。 

・6 層 7 段立体駐車場のうち、屋上については、走行ルート上において、10ｍ

間隔に点煙源を設定した。高さは、地上 22.8ｍとした。 

・立体駐車場以外の走行ルート上においては、10ｍ間隔に点煙源を設定した。

高さは、地上 1.0～23.0ｍとした。 

 【商業施設荷捌き車両】 

・荷捌き場は、東側及び西側商業施設の 1 階に設ける計画である。 

・荷捌き場は、強制換気を計画しており、点煙源は、排気口に設定した。高さ

は、地上 1.0ｍとした。なお、西側商業施設における各点煙源の排出量は、

全排出量の 1/6 ずつとした。 

・荷捌き場以外の走行ルート上においては、10ｍ間隔に点煙源を設定した。高

さは、地上 1.0ｍとした。 

 【集合住宅利用車両】 

・駐車場は、立体駐車場に設ける計画である。 

・1 階及び 2 階については、点煙源は、外気と接する駐車場階側面の中心に設

定した。各点煙源の排出量は、各階における全排出量の 1/4 ずつとした。高

さは、地上 1.5ｍ及び 4.55ｍとした。 

・屋上については、走行ルート上において、10ｍ間隔に点煙源を設定した。高

さは、地上 7.55ｍとした。 
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表 2-1-39(2) 排出源モデルの設定方法（Ｂ区域） 

区 域 排出源モデルの設定方法 

Ｂ区域 【複合業務施設利用車両】 

・走行ルート上において、10ｍ間隔に点煙源を設定した。高さは、地上 1.0ｍ

とした。 

 【集合住宅利用車両】 

・駐車場は、立体駐車場に設ける計画である。 

・1 階及び 2 階については、点煙源は、外気と接する駐車場階側面の中心に設

定した。各点煙源の排出量は、各階における全排出量の 1/4 ずつとした。高

さは、地上 1.5ｍ及び 4.55ｍとした。 

・屋上については、走行ルート上において、10ｍ間隔に点煙源を設定した。高

さは、地上 7.55ｍとした。 

 

ｳ) 排出量の算定 

 新施設等関連車両から排出される窒素酸化物の排出量は、駐車場利用台数、平均走行速

度、排出係数等を用いて算出した。なお、車種別排出係数は、「道路環境影響評価等に用い

る自動車排出係数の算定根拠（平成 22 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所資料

第 671 号，平成 24 年）より、1 期工事完了後（平成 31 年）については平成 27 年の値を、

2 期工事完了後（平成 34 年）については平成 32 年の値を用いた。（排出量算定の詳細は、

資料３－２１（資料編 p.188）参照） 

 (ｳ) 交通条件の設定 

ｱ) 駐車場等利用台数及び利用車両走行時間 

 各区域における駐車場等利用台数は、表 2-1-40 に示すとおりである。なお、1 日当たり

の利用台数は、1 週間に平日 5 日、休日 2 日と想定し、「（（平日の集中交通量）×5＋（休

日の集中交通量）×2）÷7」により算出した。 

 利用車両走行時間は、商業施設及びスポーツ施設等は類似施設における調査結果、集合

住宅及び複合業務施設はパーソントリップ調査結果から設定した。（資料１－１（資料編

p.1）参照） 

表 2-1-40 駐車場等利用台数 

区 域 用  途 利用台数（台/日） 

  大型車類 小型車類 

Ｃ区域 スポーツ施設等    6  1,069 

Ａ区域 商業施設   250  6,474 

 集合住宅    0   461 

Ｂ区域 複合業務施設    0  3,341 

 集合住宅    0   377 

注）スポーツ施設等の大型車類は送迎バス、商業施設は荷捌き車両を示す。 
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ｲ) 走行速度 

 駐車場等における走行速度は、地区内幹線道路の走行も含め、安全側として徐行運転を

想定し、10km/時とした。 

 (ｴ) バックグラウンド濃度 

 1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ イ (ｳ)「バックグ

ラウンド濃度の設定」（p.130）参照） 

 ウ 変換式の設定 

 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（1-3-3 (1) ④ ア (ｳ)「変換

式の設定」（p.166）参照） 

 

 ⑤ 予測結果 

 事業予定地内における駐車場の設置による二酸化窒素の予測結果は、表 2-1-41 及び図

2-1-22 に示すとおりである。 

 

表 2-1-41 駐車場の設置による二酸化窒素濃度の予測結果（最高濃度出現地点） 

【1 期工事完了後】 
単位：ppm 

寄与濃度 

① 

バックグラウンド濃度

② 

年平均値 

③＝①＋② 

寄与率（％） 

①／③ 

日平均値の 

年間 98％値 

0.0042 0.017 0.021 20.0 0.040 

 

【2 期工事完了後】 
単位：ppm 

寄与濃度 

① 

バックグラウンド濃度

② 

年平均値 

③＝①＋② 

寄与率（％） 

①／③ 

日平均値の 

年間 98％値 

0.0032 0.017 0.020 16.0 0.039 

注）2 期工事完了後は、1 期工事完了後に比較して駐車場の利用台数が多くなるが、2 期工事完了後の予

測時点の排出係数は、1 期工事完了後の予測時点の排出係数よりも小さいことから、本事業の寄与

率は 2 期工事完了後のほうが小さくなる。（資料３－２１（資料編 p.188）参照） 
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図 2-1-22(1) 駐車場の設置による二酸化窒素濃度の予測結果（1 期工事完了後） 
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図 2-1-22(2) 駐車場の設置による二酸化窒素濃度の予測結果（2 期工事完了後） 
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(2) 浮遊粒子状物質 

 ① 予測事項 

 新施設等関連車両の走行による大気汚染物質濃度（浮遊粒子状物質の年平均値及び日平

均値の 2％除外値） 

 ② 予測対象時期 

 1 期工事及び 2 期工事それぞれにおける新施設等の供用時 

 ③ 予測場所 

 予測場所は、(1)「二酸化窒素」と同じとした。 

 ④ 予測方法 

 ア 予測手法 

 事業予定地内における駐車場の設置による浮遊粒子状物質の予測は、図 2-1-23 に示す手

順で行った。 

 予測式は、1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ ア「予

測手法」（p.126）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-23 事業予定地内における駐車場の設置による浮遊粒子状物質濃度の予測手順 

　気象データ
　・風向､風速､日射量､雲量のデ－タ

予測場所及び
予測地点の設定

排出源高さの風速の設定
 施設条件の設定
 ・駐車場の位置
 ・排出源モデルの設定

拡散幅等の設定

　気象条件の設定（走行時間帯）
　・大気安定度別有風時弱風時出現割合
　・大気安定度別風向出現頻度
　・大気安定度別風向別平均風速

バックグラウンド濃度

日平均値の2％除外値

　交通条件の設定
　・日交通量
　・平均走行速度

単位時間当たり排出量の算出

年平均の浮遊粒子状物質濃度の
寄与濃度の算出

年平均値の
浮遊粒子状物質濃度の算出

　年平均値から日平均値の2％除外値への変換式

拡散式による基準濃度計算
・有風時：プルーム式(風速1.0ｍ/ｓ～ ）
・弱風時：弱風パフ式(風速0.5～0.9ｍ/ｓ）
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 イ 予測条件 

 (1)「二酸化窒素」と同じとした。 

 ウ 変換式の設定 

 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（1-3-3 (1) ② エ (ｳ)「変換

式の設定」（p.173）参照） 

 ⑤ 予測結果 

 事業予定地内における駐車場の設置による浮遊粒子状物質の予測結果は、表 2-1-42 及び

図 2-1-24 に示すとおりである。 

 

表 2-1-42 事業予定地内における駐車場の設置による浮遊粒子状物質の最高値 

【1 期工事完了後】 
単位：mg/ｍ3 

寄与濃度 

① 

バックグラウンド濃度

② 

年平均値 

③＝①＋② 

寄与率（％） 

①／③ 

日平均値の 

2％除外値 

0.000095 0.024 0.024 0.4 0.056 

 

【2 期工事完了後】 
単位：mg/ｍ3 

寄与濃度 

① 

バックグラウンド濃度

② 

年平均値 

③＝①＋② 

寄与率（％） 

①／③ 

日平均値の 

2％除外値 

0.000042 0.024 0.024 0.2 0.056 

注）2 期工事完了後は、1 期工事完了後に比較して駐車場の利用台数が多くなるが、2 期工事完了後の予

測時点の排出係数は、1 期工事完了後の予測時点の排出係数よりも小さいことから、本事業の寄与

率は 2 期工事完了後のほうが小さくなる。（資料３－２１（資料編 p.188）参照） 
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図 2-1-24(1) 駐車場の設置による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（1 期工事完了後） 
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図 2-1-24(2) 駐車場の設置による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（2 期工事完了後） 
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1-5-4 環境の保全のための措置 

 本事業の実施にあたっては、以下に示す環境の保全のための措置を講ずる。 

・事業予定地内設置駐車場へ出入りする新施設等関連車両に対し、アイドリングストッ

プを徹底するとともに、不要な空ふかし、急加速等を行わないように、運転方法の周

知に努める。 

・本施設の利用者にはできる限り公共交通機関の利用を働きかけ、特に商業施設の来場

者にはホームページ等における公共交通での来場促進や駐車場有料化等の公共交通利

用促進策を検討する。また、電気充電スタンドの設置について検討する。 

・荷捌き車両や送迎バスについては、極力低公害車を使用するよう、業者へ協力を求め

ていく。 

 

1-5-5 評  価 

 予測結果によると、表 2-1-43 に示すとおり、1 期工事完了後については、二酸化窒素の

寄与率 20.0％、浮遊粒子状物質 0.4％、2 期工事完了後については、二酸化窒素の寄与率

16.0％、浮遊粒子状物質 0.2％である。大気汚染に係る環境基準及び名古屋市の大気汚染

に係る環境目標値との対比を行った結果、二酸化窒素濃度の日平均値の年間 98％値は、1

期工事完了後及び 2 期工事完了後ともに、環境基準の値並びに環境目標値を満たしている。

浮遊粒子状物質濃度の日平均値の2％除外値は、1期工事完了後及び2期工事完了後ともに、

環境基準の値並びに環境目標値を下回る。 

本事業の実施にあたっては、新施設等関連車両に対し、アイドリングストップ、不要な

空ふかし、急加速等を行わないように、運転方法の周知に努めるとともに、商業施設等の

新施設等利用者には、できる限り公共交通機関を利用するよう働きかける。また、荷捌き

車両については、極力低公害車を使用するよう、業者へ協力を求めていくことで、周辺の

環境に及ぼす影響の低減に努める。 

 

表 2-1-43 新施設等関連車両の走行（事業予定地内設置駐車場）による 

大気汚染の影響の評価 

時期 大気汚染物質 寄与率 

日平均値の 

98％値もしく

は 2％除外値

環境基準の値 

（環境目標値） 

1 期工事 

完了後 

二酸化窒素 20.0％  0.040ppm 二酸化窒素 

0.04～0.06ppm（0.04ppm 以下） 

浮遊粒子状物質 

0.10mg/ｍ3 以下（0.10mg/ｍ3 以下）

浮遊粒子状物質  0.4％  0.056mg/ｍ3

2 期工事 

完了後 

二酸化窒素 16.0％  0.039ppm 

浮遊粒子状物質  0.2％  0.056mg/ｍ3
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1-6 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路）による大気汚染 

 

1-6-1 概  要 

 供用時における新施設等関連車両の走行に起因する二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度

について検討を行った。また、前述 1-4「熱源施設の稼働による大気汚染」及び 1-5「新

施設等関連車両の走行（事業予定地内設置駐車場）による大気汚染」との重合について

も検討を行った。 

 

1-6-2 調  査 

 既存資料及び現地調査により、現況の把握を行った。 

(1) 既存資料による調査 

 ① 調査事項 

 ア 風向・風速の状況 

 イ 大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

 ② 調査方法 

 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」に示すとおりである。（（1-3-2 (1) ②「調

査方法」（p.146）参照） 

 ③ 調査結果 

 ア 風向・風速の状況 

 風向・風速の状況は、1-1「解体工事による粉じん」（1-1-2 (3) ①「気象（風向・風速）

の状況」（p.115）参照）に示すとおりである。 

 イ 大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の状況 

 窒素酸化物・二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の状況は、1-2「建設機械の稼働による大気

汚染」に示すとおりである。（1-2-2 (3) ② 「大気質（窒素酸化物・二酸化窒素、浮遊粒

子状物質）の状況」（p.123）参照） 

(2) 現地調査 

 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」（1-3-2 (2)「現地調査」（p.146）参照）に

示すとおりである。 
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1-6-3 予  測 

(1) 事業予定地周辺道路 

 ① 二酸化窒素 

 ア 予測事項 

 新施設等関連車両の走行による大気汚染物質濃度として、二酸化窒素濃度の年平均値及

び日平均値の年間 98％値とした。 

イ 予測対象時期 

 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後のそれぞれにおける新施設等の供用時 

ウ 予測場所 

 予測場所は、図 2-1-25 に示すとおり、予測対象区域において、原則新施設等関連車両の

走行ルートに該当する現地調査地点とした。なお、No.12 及び No.13 については、新施設

等関連車両が集中する場所に移動した。 

 また、予測地点は、平面部における道路端の高さ 1.5ｍとした。 
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図 2-1-25(1)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｃ区域：スポーツ施設等利用車両（平日及び休日）） 
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図 2-1-25(2)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｃ区域：送迎バス（平日）） 
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図 2-1-25(3)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｃ区域：送迎バス（休日）） 
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図 2-1-25(4)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ａ区域：商業施設利用車両（平日））
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図 2-1-25(5)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ａ区域：商業施設利用車両（休日））
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図 2-1-25(6)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ａ区域：集合住宅利用車両（平日）） 
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図 2-1-25(7)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ａ区域：集合住宅利用車両（休日））



- 225 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-25(8)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ａ区域：荷捌き車両（平日及び休日）） 
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図 2-1-25(9)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｂ区域：複合業務施設利用車両（平日）） 
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図 2-1-25(10)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｂ区域：複合業務施設利用車両（休日）） 
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図 2-1-25(11)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｂ区域：集合住宅利用車両（平日）） 
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図 2-1-25(12)  新施設等関連車両の走行ルート、走行割合及び予測断面 

（Ｂ区域：集合住宅利用車両（休日）） 
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エ 予測方法 

(ｱ) 予測手法 

ｱ) 1 期工事完了後 

 新施設等関連車両の走行による二酸化窒素濃度の予測は、図 2-1-26 に示す手順で行った。 

 予測式は、1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（資料３－１０（資

料編 p.129）参照） 

 なお、新施設等の供用時には、調査時において工事中であった事業予定地東側の都市高

速道路及び港明出入口が供用されている状態であることから、本予測においては、都市高

交通量並びに都市高利用車両も含めて検討を行った。また、本予測は、2 期工事着工前と

して、これに係る工事関係車両はまだ走行していないものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-26 新施設等関連車両の走行による二酸化窒素濃度の予測手順 

 

 

気象条件の設定
・風 向
・風 速

道路条件の設定
・道路構造
・車道部幅員

交通条件の設定
・時間別交通量
・平均走行速度

大気拡散式による基準濃度の計算

時間別平均排出量の算出

バックグラウンド濃度
Ａ

背景濃度（年平均値）の算出
Ａ＋Ｂ

供用時濃度（年平均値）の算出
Ａ＋Ｃ

寄与率の算出
((Ａ＋Ｃ)－(Ａ＋Ｂ))÷(Ａ＋Ｃ)

供用時濃度（日平均値の年間98％値）の算出

背景交通量（現況交通量＋都市高交通量＋都市高利用車両）による
寄与濃度（年平均値）の算出

供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両）による
寄与濃度（年平均値）の算出

年平均値から日平均値の年間98％値への換算式

背景交通量による寄与濃度（年平均値）の算出
Ｂ

窒素酸化物から二酸化窒素への変換

供用時交通量による寄与濃度（年平均値）の算出
Ｃ
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ｲ) 2 期工事完了後 

 新施設等関連車両の走行による二酸化窒素濃度の予測は、前掲図 2-1-26 に示す手順で行

った。 

 予測式は、1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（資料３－１０（資

料編 p.129）参照） 

 なお、新施設等の供用時には、調査時において工事中であった事業予定地東側の都市高

速道路及び港明出入口が供用されている状態であることから、本予測においては、都市高

交通量並びに都市高利用車両も含めて検討を行った。 

 (ｲ) 予測条件 

  ｱ) 気象条件の設定 

 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（1-3-3 (1) ① エ (ｲ) ｱ）「気

象条件の設定」（p.157）参照） 

ｲ) 排出源条件の設定 

 排出源（煙源）の配置及び排出量の算定は、1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」

と同じとした（1-3-3 (1) ① エ (ｲ) ｲ）「排出源条件の設定」（p.158）参照）。なお、車種

別排出係数は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省、独立行政

法人 土木研究所，平成 25 年）及び「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定

根拠（平成 22 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所資料第 671 号，平成 24 年）

より、平成 31 年に竣工する 1 期工事完了後は平成 27 年の値を、平成 34 年に竣工する 2

期工事完了後は平成 32 年の値を用いて算出した。（排出量算定の詳細は、資料３－１２（資

料編 p.133）参照） 

ｳ) 道路条件の設定 

 道路断面は、資料３－７（資料編 p.110）に示すとおりである。 
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ｴ) 交通条件の設定 

(ⅰ) 背景交通量 

 予測対象時期である 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後における背景交通量は、現況交

通量を用いるとともに、都市高速道路が開通した No.4 及び No.6 については、都市高交通

量を、一般道路において港明出入口を利用する自動車が走行すると想定される No.7、No.8

並びに No.11 については都市高利用車両を加算することとした。（背景交通量を設定する上

での検討結果は、第１章 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」（1-3-3 (1) ① エ (ｲ) 

ｴ) (ⅰ） ⅰ)「1 期工事」（p.159））参照） 

 なお、No.11 における休日の 17 時台は、現地調査時において交通事故が発生し、これに

より交通量データがないことから、この時間帯については、本事業を計画する上で、事業

者が交通検討のために行った調査結果を用いることとした。（第 13 章「安全性」（13-1-2 (1)

「既存資料による調査」（p.499）参照））） 

背景交通量は、表 2-1-44 に示すとおりである。なお、年間の日平均の背景交通量は、1

週間に平日 5 日、休日 2 日と想定し、「（（平日の背景交通量）×5＋（休日の背景交通量）

×2）÷7」により算出した。（背景交通量の時間交通量は、資料３－２２（資料編 p.196）

参照） 
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表 2-1-44 背景交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:端数処理により、日交通量と資料３－２２(資料編 p.196)に示す時間交通量の合計は一致し

ない。 

  2:都市高交通量は、「名古屋都市計画道路 1･4･3 号高速 3 号線 知多北部都市計画道路 1･4･2

号高速 3 号線環境影響評価書」（愛知県，平成 6 年）より 43,300 台/日が走行するとした。

また、同書には、車種毎の走行台数の記載はあるが、年数が経過していることから、本事業

者が、都市高速道路六番北出入口付近において調査を行った出入り交通量の調査結果におけ

る車種割合より、車種毎の交通量を算出した。（調査の概要は、資料３－１５（資料編 p.153）

参照） 

  3:都市高利用車両は、上記評価書及び類似の高速出入口の供用後の実績値より設定した。 

  4:都市高交通量を設定した No.4及び No.6、都市高利用車両を設定した No.7、No.8並びに No.11

以外については、「－」と表記した。 

単位：台/日

予測
断面

車　種 現況交通量 都市高交通量 都市高利用車両 背景交通量

Ａ Ｂ Ｂ’ Ａ＋Ｂ＋Ｂ’

No.1 大型車類 3,453 － － 3,453

小型車類 27,429 － － 27,429

No.2 大型車類 2,273 － － 2,273

小型車類 10,289 － － 10,289

No.3 大型車類 3,197 － － 3,197

小型車類 27,576 － － 27,576

No.4 大型車類 1,852 7,202 － 9,054

小型車類 17,616 36,099 － 53,715

No.5 大型車類 2,513 － － 2,513

小型車類 22,902 － － 22,902

No.6 大型車類 1,862 7,202 － 9,064

小型車類 18,557 36,099 － 54,656

No.7 大型車類 334 － 51 385

小型車類 7,359 － 246 7,605

No.8 大型車類 1,884 － 487 2,371

小型車類 12,815 － 2,458 15,273

No.9 大型車類 1,476 － － 1,476

小型車類 3,072 － － 3,072

No.10 大型車類 800 － － 800

小型車類 10,010 － － 10,010

No.11 大型車類 51 － 113 164

小型車類 9,825 － 556 10,381

No.12 大型車類 14 － － 14

小型車類 398 － － 398

No.13 大型車類 30 － － 30

小型車類 281 － － 281
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(ⅱ) 新施設等関連車両の交通量 

ⅰ） 1 期工事完了後 

1 期工事完了後における年平均の新施設等関連車両の走行台数は、表 2-1-45 に示すと

おり、7,801 台/日（大型車類［大型車］256 台/日、小型車類［乗用車］7,545 台/日）

である。 

新施設等関連車両の交通量は、表 2-1-46 及び資料３－２２（資料編 p.196）に示すと

おりである。なお、年間の日平均の新施設等関連車両の走行台数は、(ⅰ)「背景交通量」

と同様な方法により算出した。（新施設等関連車両の交通量の算出の詳細は、資料１－

１（資料編 p.1）参照） 

 

表 2-1-45 各区域における新施設等関連車両台数（1 期工事完了後） 

単位：台/日 

車 種 Ｃ区域 Ａ区域 計 

大型車類   6   250  256 

小型車類 610 6,935 7,545 

計 616 7,185 7,801 

 

表 2-1-46 新施設等関連車両の交通量（1 期工事完了後） 

単位：台/日 

区 分 大型車類 小型車類 

No. 1   0 1,021 

No. 2   0 1,408 

No. 3   0 3,556 

No. 4   9 4,113 

No. 5   0 2,677 

No. 6   9 5,409 

No. 7   0   496 

No. 8 504 2,503 

No. 9   0   485 

No.10   0 1,539 

No.11   0   854 

No.12   0   923 

注）端数処理により、日交通量と資料３－２２(資料編

p.196)に示す時間交通量の合計は一致しない。 
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  ⅱ） 2 期工事完了後 

 2 期工事完了後における年平均の新施設等関連車両の走行台数は、表 2-1-47 に示すとお

り、11,519 台/日（大型車類［大型車］256 台/日、小型車類［乗用車］11,263 台/日）の

である。 

新施設等関連車両の交通量は、表 2-1-48 及び資料３－２２（資料編 p.196）に示すとお

りである。なお、年間の日平均の新施設等関連車両の走行台数は、(ⅰ)「背景交通量」と

同様な方法により算出した。（新施設等関連車両の交通量の算出の詳細は、資料１－１（資

料編 p.1）参照） 

 

表 2-1-47 各区域における新施設等関連車両台数（2 期工事完了後） 

単位：台/日 

車 種 Ｃ区域 Ａ区域 Ｂ区域 計 

大型車類   6   250     0    256 

小型車類 610 6,935 3,718 11,263 

計 616 7,185 3,718 11,519 

 

表 2-1-48 新施設等関連車両の交通量（2 期工事完了後） 

単位：台/日 

区 分 大型車類 小型車類 

No. 1   0 1,694 

No. 2   0 1,660 

No. 3   0 4,140 

No. 4   9 5,387 

No. 5   0 4,406 

No. 6   9 8,374 

No. 7   0 1,142 

No. 8 504 2,564 

No. 9   0 2,033 

No.10   0 2,793 

No.11   0   987 

No.12   0   923 

No.13   0   754 

注）端数処理により、日交通量と資料３－２２(資料編

p.196)に示す時間交通量の合計は一致しない。 
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(ⅲ) 走行速度 

 走行速度の設定は、現地調査結果より、表 2-1-49 に示すとおりとした（資料３－９（資

料編 p.127）参照）。なお、年間の日平均の走行速度は、1 週間に平日 5 日、休日 2 日と想

定し、「（（平日の走行速度現地調査結果）×5＋（休日の走行速度現地調査結果）×2）

÷7」により算出した。また、No.4 及び No.6 における都市高速道路は、現地調査時には、

まだ開通していなかったことから、既に開通している区間における制限速度を参考にして

設定した。 

 

表 2-1-49 走行速度（24 時間平均） 

  単位：km/時 

車種 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 No.13

大型

車類 
47 48 29 

48 

(60) 
48 

38 

(60)
35 48 38 44 35 28 31 

小型

車類 
54 52 35 

55 

(60) 
52 

48 

(60)
39 55 43 51 42 34 36 

注）No.4及びNo.6について、上段は市道、下段（ ）内は都市高速道路の走行速度を示す。 

 

 ｵ) バックグラウンド濃度の設定 

 1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (1) ④ イ (ｳ)「バックグ

ラウンド濃度の設定」（p.130）参照） 

  (ｳ) 変換式の設定 

  ｱ) 窒素酸化物から二酸化窒素への変換 

 1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（1-3-3 (1) ① エ (ｳ)「変換

式の設定」（p.166）参照） 

  ｲ) 日平均値の年間 98％値への変換 

1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（1-3-3 (1) ① エ (ｳ)「変

換式の設定」（p.166）参照） 

オ 予測結果 

 新施設等関連車両の走行による二酸化窒素濃度の予測結果は、表 2-1-50 に示すとおりで

ある。 
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表 2-1-50(1) 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路） 

による二酸化窒素濃度の予測結果（1 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両台数）に

よる寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定

上有意性のある小数第 3 位まで表示した。また、背景交通量及び新施設等関連車両による寄与濃

度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

 

日平均値の
年間98％値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (％)
(E-D)

÷(A+E)

北側 0.017 0.00197 0.00198 0.00001 0.019 0.05 0.037

南側 0.017 0.00221 0.00223 0.00002 0.019 0.11 0.037

東側 0.017 0.00197 0.00199 0.00002 0.019 0.11 0.037

西側 0.017 0.00156 0.00159 0.00003 0.019 0.16 0.037

北側 0.017 0.00242 0.00249 0.00007 0.019 0.37 0.037

南側 0.017 0.00276 0.00283 0.00007 0.020 0.35 0.039

東側 0.017 0.00121 0.00126 0.00005 0.018 0.28 0.036

西側 0.017 0.00093 0.00097 0.00004 0.018 0.22 0.036

北側 0.017 0.00159 0.00164 0.00005 0.019 0.26 0.037

南側 0.017 0.00182 0.00187 0.00005 0.019 0.26 0.037

東側 0.017 0.00130 0.00137 0.00007 0.018 0.39 0.036

西側 0.017 0.00103 0.00109 0.00006 0.018 0.33 0.036

北側 0.017 0.00079 0.00081 0.00002 0.018 0.11 0.036

南側 0.017 0.00086 0.00088 0.00002 0.018 0.11 0.036

東側 0.017 0.00115 0.00132 0.00017 0.018 0.94 0.036

西側 0.017 0.00083 0.00094 0.00011 0.018 0.61 0.036

東側 0.017 0.00146 0.00147 0.00001 0.018 0.06 0.036

西側 0.017 0.00117 0.00119 0.00002 0.018 0.11 0.036

北側 0.017 0.00102 0.00106 0.00004 0.018 0.22 0.036

南側 0.017 0.00114 0.00117 0.00003 0.018 0.17 0.036

北側 0.017 0.00069 0.00072 0.00003 0.018 0.17 0.036

南側 0.017 0.00073 0.00076 0.00003 0.018 0.17 0.036

北側 0.017 0.00008 0.00014 0.00006 0.017 0.35 0.035

南側 0.017 0.00008 0.00016 0.00008 0.017 0.47 0.035

予測断面

年 平 均 値

供 用 時 濃 度

Ａ Ｄ Ｅ Ｅ－Ｄ Ａ＋Ｅ (ppm)

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

No.9

No.10

No.11

No.12
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表 2-1-50(2) 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路） 

による二酸化窒素濃度の予測結果（2 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両台数）に

よる寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定

上有意性のある小数第 3 位まで表示した。また、背景交通量及び新施設等関連車両による寄与濃

度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

 

 

日平均値の
年間98％値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (％)
(E-D)

÷(A+E)

北側 0.017 0.00134 0.00137 0.00003 0.018 0.17 0.036

南側 0.017 0.00151 0.00153 0.00002 0.019 0.11 0.037

東側 0.017 0.00130 0.00135 0.00005 0.018 0.28 0.036

西側 0.017 0.00104 0.00108 0.00004 0.018 0.22 0.036

北側 0.017 0.00167 0.00174 0.00007 0.019 0.37 0.037

南側 0.017 0.00190 0.00197 0.00007 0.019 0.37 0.037

東側 0.017 0.00090 0.00096 0.00006 0.018 0.33 0.036

西側 0.017 0.00071 0.00075 0.00004 0.018 0.22 0.036

北側 0.017 0.00110 0.00116 0.00006 0.018 0.33 0.036

南側 0.017 0.00126 0.00132 0.00006 0.018 0.33 0.036

東側 0.017 0.00096 0.00105 0.00009 0.018 0.50 0.036

西側 0.017 0.00078 0.00085 0.00007 0.018 0.39 0.036

北側 0.017 0.00058 0.00061 0.00003 0.018 0.17 0.036

南側 0.017 0.00062 0.00066 0.00004 0.018 0.22 0.036

東側 0.017 0.00077 0.00088 0.00011 0.018 0.61 0.036

西側 0.017 0.00055 0.00063 0.00008 0.018 0.44 0.036

東側 0.017 0.00095 0.00100 0.00005 0.018 0.28 0.036

西側 0.017 0.00076 0.00081 0.00005 0.018 0.28 0.036

北側 0.017 0.00071 0.00077 0.00006 0.018 0.33 0.036

南側 0.017 0.00079 0.00086 0.00007 0.018 0.39 0.036

北側 0.017 0.00054 0.00056 0.00002 0.018 0.11 0.036

南側 0.017 0.00057 0.00060 0.00003 0.018 0.17 0.036

北側 0.017 0.00005 0.00011 0.00006 0.017 0.35 0.035

南側 0.017 0.00007 0.00012 0.00005 0.017 0.29 0.035

北側 0.017 0.00005 0.00009 0.00004 0.017 0.24 0.035

南側 0.017 0.00005 0.00010 0.00005 0.017 0.29 0.035

予測断面

年 平 均 値

供 用 時 濃 度

Ａ Ｄ Ｅ Ｅ－Ｄ Ａ＋Ｅ (ppm)

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

No.9

No.10

No.11

No.12

No.13
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 ② 浮遊粒子状物質 

 ア 予測事項 

 新施設等関連車両の走行による大気汚染物質濃度として、浮遊粒子状物質濃度の年平均

値及び日平均値の 2％除外値とした。 

イ 予測対象時期 

 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後のそれぞれにおける新施設等の供用時 

ウ 予測場所 

 ①「二酸化窒素」と同じとした。 

 エ 予測方法 

(ｱ) 予測手法 

ｱ) 1 期工事完了後 

 新施設等関連車両の走行による浮遊粒子状物質濃度の予測は、図 2-1-27 に示す手順で行

った。 

 予測式は、(1)「二酸化窒素」と同じとした。 

 なお、新施設等の供用時には、調査時において工事中であった事業予定地東側の都市高

速道路及び港明出入口が供用されている状態であることから、本予測においては、都市高

交通量並びに都市高利用車両も含めて検討を行った。また、本予測は、2 期工事着工前と

して、これに係る工事関係車両はまだ走行していないものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-27 新施設等関連車両の走行による浮遊粒子状物質の予測手順 

気象条件の設定
・風 向
・風 速

道路条件の設定
・道路構造
・車道部幅員

交通条件の設定
・時間別交通量
・平均走行速度

大気拡散式による基準濃度の計算

時間別平均排出量の算出

バックグラウンド濃度
Ａ

背景濃度（年平均値）の算出
Ａ＋Ｂ

供用時濃度（年平均値）の算出
Ａ＋Ｃ

寄与率の算出
((Ａ＋Ｃ)－(Ａ＋Ｂ))÷(Ａ＋Ｃ)

供用時濃度（日平均値の2％除外値）の算出

供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両）による
寄与濃度（年平均値）の算出

Ｃ

年平均値から日平均値の2％除外値への換算式

背景交通量（現況交通量＋都市高交通量＋都市高利用車両）による
寄与濃度（年平均値）の算出

Ｂ
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ｲ) 2 期工事完了後 

 新施設等関連車両の走行による浮遊粒子状物質濃度の予測は、前掲図 2-1-27 に示す手順

で行った。 

 予測式は、(1)「二酸化窒素」と同じとした。 

 なお、新施設等の供用時には、調査時において工事中であった事業予定地東側の都市高

速道路及び港明出入口が供用されている状態であることから、本予測においては、都市高

交通量並びに都市高利用車両も含めて検討を行った。 

 (ｲ) 予測条件 

 ｱ)  気象条件の設定 

 ①「二酸化窒素」と同じとした。 

ｲ) 排出源条件の設定 

(ⅰ) 排出源(煙源)の配置 

排出源（煙源）の配置及び排出量の算定は、1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」

と同じとした（1-3-3 (1) ① エ (ｲ) ｲ）「排出源条件の設定」（p.158）参照）。なお、車種

別排出係数は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省、独立行政

法人 土木研究所，平成 25 年）及び「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定

根拠（平成 22 年度版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所資料第 671 号，平成 24 年）

より、1 期工事完了後は平成 27 年の値を、2 期工事完了後は平成 32 年の値を用いて算出し

た。（排出量算定の詳細は、資料３－１２（資料編 p.133）参照） 

ｳ) 道路条件の設定 

道路断面は、資料３－７(資料編 p.110)に示すとおりである。 

ｴ) 交通条件の設定 

①「二酸化窒素」と同じとした。 

ｵ) バックグラウンド濃度の設定 

1-2「建設機械の稼働による大気汚染」と同じとした。（1-2-3 (2) ④ イ (ｳ)「バック

グラウンド濃度の設定」（p.139）参照） 

  (ｳ) 変換式の設定 

1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」と同じとした。（1-3-3 (1) ② エ (ｳ)「変

換式の設定」（p.173）参照） 

 オ 予測結果 

 新施設等関連車両の走行による浮遊粒子状物質濃度の予測結果は、表 2-1-51 に示すとお

りである。 
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表 2-1-51(1) 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路）による 

浮遊粒子状物質濃度の予測結果（1 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両台数）に

よる寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定

上有意性のある小数第 3 位まで表示した。また、背景交通量及び新施設等関連車両による寄与濃

度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

 

 

日平均値の
2％除外値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(㎎/ｍ
3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (％)

(D-C)
÷(A+D)

北側 0.024 0.00024 0.00025 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00029 0.00029 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00025 0.00025 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00018 0.00019 0.00001 0.024 0.04 0.056

北側 0.024 0.00033 0.00034 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00039 0.00040 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00012 0.00012 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00008 0.00008 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00018 0.00019 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00022 0.00022 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00013 0.00014 0.00001 0.024 0.04 0.056

西側 0.024 0.00009 0.00010 0.00001 0.024 0.04 0.056

北側 0.024 0.00007 0.00007 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00008 0.00008 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00012 0.00014 0.00002 0.024 0.08 0.056

西側 0.024 0.00008 0.00009 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00017 0.00017 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00013 0.00013 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00010 0.00010 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00012 0.00012 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00005 0.00006 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00006 0.00006 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00001 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00001 0.00001 0.024 0.04 0.056

予測断面

年 平 均 値

供 用 時 濃 度

Ａ Ｃ Ｄ Ｄ－Ｃ Ａ＋Ｄ (㎎/ｍ
3
)

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.12

No.7

No.8

No.9

No.10

No.11
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表 2-1-51(2) 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路）による 

浮遊粒子状物質濃度の予測結果（2 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両台数）に

よる寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定

上有意性のある小数第 3 位まで表示した。また、背景交通量及び新施設等関連車両による寄与濃

度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

 

 

日平均値の
2％除外値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(㎎/ｍ
3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (％)

(D-C)
÷(A+D)

北側 0.024 0.00007 0.00008 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00009 0.00009 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00007 0.00008 0.00001 0.024 0.04 0.056

西側 0.024 0.00005 0.00006 0.00001 0.024 0.04 0.056

北側 0.024 0.00010 0.00011 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00012 0.00013 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00004 0.00005 0.00001 0.024 0.04 0.056

西側 0.024 0.00003 0.00003 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00006 0.00006 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00007 0.00007 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00005 0.00005 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00002 0.00002 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00003 0.00003 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00002 0.00003 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00005 0.00005 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00003 0.00003 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00002 0.00002 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00002 0.00002 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

予測断面

供 用 時 濃 度

Ａ Ｃ Ｄ Ｄ－Ｃ Ａ＋Ｄ (㎎/ｍ
3
)

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

年 平 均 値

No.12

No.13

No.7

No.8

No.9

No.10

No.11

No.1
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(2) 重 合 

 ① 二酸化窒素 

 ア 予測事項 

 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路）、熱源施設及び事業予定地内設置駐車場

（以下「重合（供用時 NO2）」という。）による大気汚染物質濃度として、これらにおける

二酸化窒素濃度の年平均値及び日平均値の年間 98％値とした。 

イ 予測対象時期 

 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後のそれぞれにおける新施設等の供用時 

ウ 予測場所 

 予測場所は、(1)「事業予定地周辺道路」と同じとした。 

エ 予測方法 

 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後ともに、(1)「事業予定地周辺道路」、1-4「熱源施設

の稼働による大気汚染」（1-4-3 (4)「予測方法」（p.188））、1-5「新施設等関連車両の走行

（事業予定地内設置駐車場）による大気汚染」（1-5-3 (1) ④「予測方法」（p.197））に示

す方法から算出されたそれぞれの寄与濃度を足し合わせることにより、重合（供用時 NO2）

による影響の予測を行った。なお、日平均値の年間 98％値への変換は、1-3「工事関係車

両の走行による大気汚染」（1-3-3 (1) ① エ (ｳ) ｲ)「日平均値の年間 98％値への変換」

（p.166））に示す変換式を用いた。 

オ 予測結果 

 重合（供用時 NO2）による予測結果は、表 2-1-52 に示すとおりである。 
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表 2-1-52(1) 重合（供用時 NO2）による二酸化窒素濃度の予測結果（1 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に熱源施設の稼働による寄与濃度、事業予定地内設置駐車場による寄

与濃度及び供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両台数）による寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定上有意性のあ

る小数第 3 位まで表示した。また、熱源施設、事業予定地内設置駐車場、背景交通量及び新施設等関連車両に

よる寄与濃度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

3:熱源施設による寄与濃度は、事業計画の進捗に伴うエネルギー施設の設置機器や排出ガス量を見直しにより、

窒素酸化物排出量が減少し、寄与濃度が減少した。 

 

 

日平均値の
年間98％値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

熱 源 施 設
に よ る
寄 与 濃 度

事業予定地内
設 置 駐 車 場
に よ る
寄 与 濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (％)

(B+C+(E-D)) (ppm)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｅ－Ｄ Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ ÷(A+B+C+D)

北側 0.017 0.00024 0.00014 0.00197 0.00198 0.00001 0.019 2.05 0.037

南側 0.017 0.00024 0.00014 0.00221 0.00223 0.00002 0.020 2.00 0.039

東側 0.017 0.00014 0.00018 0.00197 0.00199 0.00002 0.019 1.79 0.037

西側 0.017 0.00014 0.00018 0.00156 0.00159 0.00003 0.019 1.84 0.037

北側 0.017 0.00004 0.00016 0.00242 0.00249 0.00007 0.020 1.35 0.039

南側 0.017 0.00005 0.00018 0.00276 0.00283 0.00007 0.020 1.50 0.039

東側 0.017 0.00004 0.00006 0.00121 0.00126 0.00005 0.018 0.83 0.036

西側 0.017 0.00004 0.00006 0.00093 0.00097 0.00004 0.018 0.78 0.036

北側 0.017 0.00007 0.00010 0.00159 0.00164 0.00005 0.019 1.16 0.037

南側 0.017 0.00007 0.00011 0.00182 0.00187 0.00005 0.019 1.21 0.037

東側 0.017 0.00009 0.00016 0.00130 0.00137 0.00007 0.019 1.68 0.037

西側 0.017 0.00008 0.00015 0.00103 0.00109 0.00006 0.018 1.61 0.036

北側 0.017 0.00056 0.00033 0.00079 0.00081 0.00002 0.019 4.79 0.037

南側 0.017 0.00054 0.00032 0.00086 0.00088 0.00002 0.019 4.63 0.037

東側 0.017 0.00027 0.00023 0.00115 0.00132 0.00017 0.019 3.53 0.037

西側 0.017 0.00021 0.00023 0.00083 0.00094 0.00011 0.018 3.06 0.036

東側 0.017 0.00004 0.00007 0.00146 0.00147 0.00001 0.019 0.63 0.037

西側 0.017 0.00004 0.00007 0.00117 0.00119 0.00002 0.018 0.72 0.036

北側 0.017 0.00002 0.00002 0.00102 0.00106 0.00004 0.018 0.44 0.036

南側 0.017 0.00002 0.00002 0.00114 0.00117 0.00003 0.018 0.39 0.036

北側 0.017 0.00012 0.00040 0.00069 0.00072 0.00003 0.018 3.06 0.036

南側 0.017 0.00011 0.00042 0.00073 0.00076 0.00003 0.018 3.11 0.036

北側 0.017 0.00011 0.00030 0.00008 0.00014 0.00006 0.018 2.61 0.036

南側 0.017 0.00012 0.00033 0.00008 0.00016 0.00008 0.018 2.94 0.036

No.1

No.2

予測断面

年 平 均 値

No.3

No.4

供 用 時 濃度

No.5

No.6

No.7

No.11

No.8

No.9

No.10

No.12
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表 2-1-52(2) 重合（供用時 NO2）による二酸化窒素濃度の予測結果（2 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に熱源施設の稼働による寄与濃度、事業予定地内設置駐車場による寄

与濃度及び供用時交通量（背景交通量＋新施設等関連車両台数）による寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定上有意性のあ

る小数第 3 位まで表示した。また、熱源施設、事業予定地内設置駐車場、背景交通量及び新施設等関連車両に

よる寄与濃度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

3:熱源施設による寄与濃度は、事業計画の進捗に伴うエネルギー施設の設置機器や排出ガス量を見直しにより、

窒素酸化物排出量が減少し、寄与濃度が減少した。 

 

  

日平均値の
年間98％値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

熱 源 施 設
に よ る
寄 与 濃 度

事業予定地内
設 置 駐 車 場
に よ る
寄 与 濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (％)

(B+C+(E-D)) (ppm)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｅ－Ｄ Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ ÷(A+B+C+D)

北側 0.017 0.00062 0.00014 0.00134 0.00137 0.00003 0.019 4.16 0.037

南側 0.017 0.00062 0.00014 0.00151 0.00153 0.00002 0.019 4.11 0.037

東側 0.017 0.00034 0.00014 0.00130 0.00135 0.00005 0.019 2.79 0.037

西側 0.017 0.00035 0.00014 0.00104 0.00108 0.00004 0.019 2.79 0.037

北側 0.017 0.00012 0.00013 0.00167 0.00174 0.00007 0.019 1.68 0.037

南側 0.017 0.00013 0.00015 0.00190 0.00197 0.00007 0.019 1.84 0.037

東側 0.017 0.00012 0.00005 0.00090 0.00096 0.00006 0.018 1.28 0.036

西側 0.017 0.00011 0.00005 0.00071 0.00075 0.00004 0.018 1.11 0.036

北側 0.017 0.00018 0.00008 0.00110 0.00116 0.00006 0.018 1.78 0.036

南側 0.017 0.00018 0.00009 0.00126 0.00132 0.00006 0.019 1.74 0.037

東側 0.017 0.00022 0.00013 0.00096 0.00105 0.00009 0.018 2.44 0.036

西側 0.017 0.00022 0.00012 0.00078 0.00085 0.00007 0.018 2.28 0.036

北側 0.017 0.00141 0.00030 0.00058 0.00061 0.00003 0.019 9.16 0.037

南側 0.017 0.00136 0.00028 0.00062 0.00066 0.00004 0.019 8.84 0.037

東側 0.017 0.00074 0.00022 0.00077 0.00088 0.00011 0.019 5.63 0.037

西側 0.017 0.00059 0.00022 0.00055 0.00063 0.00008 0.018 4.94 0.036

東側 0.017 0.00010 0.00007 0.00095 0.00100 0.00005 0.018 1.22 0.036

西側 0.017 0.00009 0.00006 0.00076 0.00081 0.00005 0.018 1.11 0.036

北側 0.017 0.00005 0.00002 0.00071 0.00077 0.00006 0.018 0.72 0.036

南側 0.017 0.00005 0.00002 0.00079 0.00086 0.00007 0.018 0.78 0.036

北側 0.017 0.00034 0.00037 0.00054 0.00056 0.00002 0.018 4.06 0.036

南側 0.017 0.00033 0.00037 0.00057 0.00060 0.00003 0.018 4.06 0.036

北側 0.017 0.00029 0.00023 0.00005 0.00011 0.00006 0.018 3.22 0.036

南側 0.017 0.00029 0.00026 0.00007 0.00012 0.00005 0.018 3.33 0.036

北側 0.017 0.00059 0.00040 0.00005 0.00009 0.00004 0.018 5.72 0.036

南側 0.017 0.00060 0.00041 0.00005 0.00010 0.00005 0.018 5.89 0.036

供 用 時 濃度

No.1

No.2

予測断面

No.3

No.4

年 平 均 値

No.5

No.6

No.7

No.8

No.13

No.9

No.10

No.11

No.12
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② 浮遊粒子状物質 

 ア 予測事項 

 新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路）及び事業予定地内設置駐車場（以下「重

合（供用時 SPM）」という。）による大気汚染物質濃度として、浮遊粒子状物質濃度の年平

均値及び日平均値の 2％除外値とした。 

イ 予測対象時期 

 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後のそれぞれにおける新施設等の供用時 

ウ 予測場所 

 予測場所は、(1)「事業予定地周辺道路」と同じとした。 

 エ 予測方法 

 1 期工事完了後及び 2 期工事完了後ともに、(1)「事業予定地周辺道路」、1-5「新施設等

関連車両の走行（事業予定地内設置駐車場）による大気汚染」（1-5-3 (2) ④「予測方

法」（p.211））に示す方法から算出されたそれぞれの寄与濃度を足し合わせることにより、

重合（供用時 SPM）による影響の予測を行った。なお、日平均値の 2％除外値への変換は、

1-3「工事関係車両の走行による大気汚染」（1-3-3 (1) ② エ (ｳ)「変換式の設定」（p.173））

に示す変換式を用いた。 

 オ 予測結果 

 重合（供用時 SPM）による予測結果は、表 2-1-53 に示すとおりである。 

 

 



- 247 - 

表 2-1-53(1) 重合（供用時 SPM）による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（1 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に事業予定地内設置駐車場による寄与濃度及び供用時交通量（背景交

通量＋新施設等関連車両台数）による寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定上有意性のあ

る小数第 3 位まで表示した。また、事業予定地内設置駐車場、背景交通量及び新施設等関連車両による寄与濃

度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

 

 

日平均値の
2％除外値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

事業予定地内
設 置 駐 車 場
に よ る
寄 与 濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(㎎/ｍ3) (㎎/ｍ3) (㎎/ｍ3) (㎎/ｍ3) (㎎/ｍ3) (㎎/ｍ3) (％)

(B+(D-C)) (㎎/ｍ3)

÷(A+B+D)

北側 0.024 0.00000 0.00024 0.00025 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00029 0.00029 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00025 0.00025 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00018 0.00019 0.00001 0.024 0.04 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00033 0.00034 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00039 0.00040 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00012 0.00012 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00008 0.00008 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00018 0.00019 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00022 0.00022 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00013 0.00014 0.00001 0.024 0.04 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00009 0.00010 0.00001 0.024 0.04 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00007 0.00007 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00008 0.00008 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00012 0.00014 0.00002 0.024 0.08 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00008 0.00009 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00017 0.00017 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00013 0.00013 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00010 0.00010 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00012 0.00012 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00005 0.00006 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00006 0.00006 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00000 0.00001 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00000 0.00001 0.00001 0.024 0.04 0.056

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

年 平 均 値

No.8

No.9

No.6

No.7

No.4

予測断面

Ｄ－Ｃ

No.5

No.2

No.3

Ａ＋Ｂ＋Ｄ

No.12

No.11

No.10

供用時濃度

No.1
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表 2-1-53(2) 重合（供用時 SPM）による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（2 期工事完了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:供用時濃度とは、バックグラウンド濃度に事業予定地内設置駐車場による寄与濃度及び供用時交通量（背景交

通量＋新施設等関連車両台数）による寄与濃度を加えた濃度をいう。 

  2:供用時濃度については、バックグラウンド濃度（惟信高校における年平均値）と整合させ、測定上有意性のあ

る小数第 3 位まで表示した。また、事業予定地内設置駐車場、背景交通量及び新施設等関連車両による寄与濃

度については、数値レベルを示すために小数第 5 位まで表示した。 

 

1-6-4 環境の保全のための措置 

 本事業の実施にあたっては、以下に示す環境の保全のための措置を講ずる。 

・本施設の利用者にはできる限り公共交通機関の利用を働きかけ、特に商業施設の来場

者にはホームページ等における公共交通での来場促進や駐車場有料化等の公共交通

利用促進策を検討する。また、電気充電スタンドの設置について検討する。 

・荷捌き車両や送迎バスについては、極力低公害車を使用するよう、業者へ協力を求め

ていく。 

日平均値の
2％除外値

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃 度

事業予定地内
設 置 駐 車 場
に よ る
寄 与 濃 度

背 景 交 通 量
寄 与 濃 度

供用時交通量
に よ る
寄 与 濃 度

新 施 設 等
関 連 車 両
寄 与 濃 度

供 用 時 濃 度 寄 与 率

(㎎/ｍ
3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (㎎/ｍ

3
) (％)

(B+(D-C)) (㎎/ｍ3
)

÷(A+B+D)

北側 0.024 0.00000 0.00007 0.00008 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00009 0.00009 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00007 0.00008 0.00001 0.024 0.04 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00005 0.00006 0.00001 0.024 0.04 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00010 0.00011 0.00001 0.024 0.04 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00012 0.00013 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00004 0.00005 0.00001 0.024 0.04 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00003 0.00003 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00006 0.00006 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00007 0.00007 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00005 0.00005 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00002 0.00002 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00003 0.00003 0.00000 0.024 0.00 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00002 0.00003 0.00001 0.024 0.04 0.056

東側 0.024 0.00000 0.00005 0.00005 0.00000 0.024 0.00 0.056

西側 0.024 0.00000 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00003 0.00003 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00004 0.00004 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00002 0.00002 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00002 0.00002 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

北側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

南側 0.024 0.00000 0.00000 0.00000 0.00000 0.024 0.00 0.056

年 平 均 値

Ｄ Ｄ－Ｃ Ａ＋Ｂ＋ＤＡ

No.9

No.13

No.2

No.3

No.11

No.12

No.4

No.1

No.7

No.5

予測断面

No.10

No.8

No.6

供用時濃度

ＣＢ
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1-6-5 評  価 

 予測結果によると、表 2-1-54(1)に示すとおり、1 期工事完了後については、二酸化窒素

の寄与率 0.05～0.94％、浮遊粒子状物質 0.00～0.08％、2 期工事完了後については、二酸

化窒素の寄与率 0.11～0.61％、浮遊粒子状物質 0.00～0.04％である。大気汚染に係る環境

基準注）及び名古屋市の大気汚染に係る環境目標値との対比を行った結果、新施設等関連車

両の走行については、1 期工事完了後及び 2 期工事完了後ともに、二酸化窒素濃度の日平

均値の年間 98％値並びに浮遊粒子状物質濃度の日平均値の 2％除外値は、環境基準の値及

び環境目標値を下回る。 

 

表 2-1-54(1)  新施設等関連車両の走行（事業予定地周辺道路）による 

大気汚染の影響の評価 

時期 大気汚染物質 寄与率 
日平均値の 

98％値もしくは 2％除外値

環境基準の値 

（環境目標値） 

1 期工事 

完了後 

二酸化窒素 0.05～0.94％  0.035～0.039ppm 二酸化窒素 

0.04～0.06ppm 

（0.04ppm 以下） 

浮遊粒子状物質 

0.10mg/ｍ3 以下 

（0.10mg/ｍ3 以下）

浮遊粒子状物質 0.00～0.08％  0.056mg/ｍ3 

2 期工事 

完了後 

二酸化窒素 0.11～0.61％  0.035～0.037ppm 

浮遊粒子状物質 0.00～0.04％  0.056mg/ｍ3 

  

 また、重合（供用時 NO2）及び重合（供用時 SPM）については、表 2-1-54(2)に示すとお

りである。重合（供用時 NO2）による寄与率は、1 期工事完了後で 0.39～4.79％、2 期工事

完了後で 0.72～9.16％であり、重合（供用時 SPM）による寄与率は、1 期工事完了後で 0.00

～0.08％、2 期工事完了後で 0.00～0.04％である。1 期工事完了後及び 2 期工事完了後と

もに、二酸化窒素濃度の日平均値の年間 98％値並びに浮遊粒子状物質濃度の日平均値の

2％除外値は、環境基準の値及び環境目標値を下回る。 

 本事業の実施においては、環境の保全のための措置を講ずることにより、周辺の環境に

及ぼす影響の低減に努める。 

 

表 2-1-54(2) 重合（供用時 NO2、SPM）による大気汚染の影響の評価 

時期 大気汚染物質 寄与率 
日平均値の 

98％値もしくは 2％除外値

環境基準の値 

（環境目標値） 

1 期工事 

完了後 

二酸化窒素 0.39～ 4.79％ 0.036～0.039ppm 二酸化窒素 

0.04～0.06ppm 

（0.04ppm 以下） 

浮遊粒子状物質 

0.10mg/ｍ3 以下 

（0.10mg/ｍ3 以下）

浮遊粒子状物質 0.00～ 0.08％ 0.056mg/ｍ3 

2 期工事 

完了後 

二酸化窒素 0.72～ 9.16％ 0.036～0.037ppm 

浮遊粒子状物質 0.00～ 0.04％ 0.056mg/ｍ3 

 
 
 

注）事業予定地の西側を流れる中川運河沿いは臨港地区であることから、No.2 及び No.9 の西側は、 

大気汚染に係る環境基準は適用されない。  
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